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え.街が満開つ

本物の盆栽かと間違える見事花王出来栄え

書道，絵画.手芸主主どすばらしい作品が

入場者の足をとめていました。 目T
術

祭

懐しい音の写真に思い出話が

思わす出てくる� f

あざやか芯生け花つ

布などでつくられたフラワーアート

芸
術
文
化
に
親
し
み
、
豊
か
な
文
化
生
活
の

向
上
と
発
展
を
は
か
る
た
め
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
芸
術
祭
が
一
月
十
日
・
十
一
日
の
両
日
、

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
図
書
館
で
開
催
さ
れ
、

五
百
人
余
り
の
入
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

写
真
、
書
道
、
絵
画
、
手
工
芸
や
文
芸
作
晶
、
生

花
な
ど
文
化
協
会
員
、
女
性
会
員
や
小
・
中
学
生

の
力
作
六
百
点
が
入
場
者
を
魅
了
し
、
女
性
会

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
不
用
品
交
換
即
売
会
や
バ
ザ
ー
、

体
脂
肪
の
測
定
が
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

長い時間のすまし顔が続かす.思わす

こッコリ笑顔がこぼれる似顔絵コーナー

「やせてると思ってたのにこんなに体脂肪が!J 

体脂肪計の周りではいつもにぎやかな声

作っても作ってもどんどん売れて

女性会の役員さんもてんてこまい� 

⑨⑧⑨ (世帯数)2目� 075戸 (人口)男 3，5白人女�  3，770人計�  7，273人� (平成10年� 1月5日現在)� 

(出生)男� 2女O計2 死亡)男3女3計6 転入)男� 3女� 1計4 転出)男9女 計20
⑨⑧ 広報かつうら� 2月号第332号平成10年� 2月� 1日発行編集発行勝浦町総務課�  TEL(08854) 2-2511 FAX 2-3028 

MUS04
テキストボックス
第23回勝浦町芸術祭

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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第

一
分

団

前

分

団

長

稼

勢

第
二
分

団

前

団

員

下

村

第
三
分

団

前

分

団

長

末

廃

前

班

長

楠

第

四

分

団

前

団

員

川

上

第

一
分

団

班

長

岸

上

第

二

分

団

団

員

神

子

第
三
分

団

班

長

川

上

第

四

分

団

団

員

中

尾

第

五

分

団

団

員

岡

本

勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状

ご
く
ろ
う
さ
ま

で
し
た

今
度
、
次
の
方
々
が
退
団
さ
れ
ま

第

四

分

団

団

員

吉

田

第

四

分

団

団

員

寒

山

平
岡

久
宜

第

一
分

団

前

分

団

長

稼

勢

第
二
分

団

団

員

東

候

安
徳
島
県
知
事
表
彰

第
三
分

団

団

員

女
小
松
島
嘗
察
署
長
感
謝
状

芳
彦

第

一
分

団

団

員

戸

田

勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

第

一
分

団

副

分

団

長

第
二
分

団

分

団

長

第
三
分

団

分

団

長

第

五

分

団

団

員

第
八
分
団
元
分
団
長

-
精
績
章

福蔀藤押細 井中
野 野栗谷 内西

漬

守

副

団

長

.
精
績
章

本

団
が
一
月
十
五
日
同
勝
浦
中
学
校
体

育
館
で
勇
壮
に
行
わ
れ
、
永
年
消

防
活
動
に
携
わ
れ
た
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

吹
田
本
消
防
協
会
長
表
彰

員員

第

四

分

団

団

第

五

分

団

団

.
功
績
章

安
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

平
成
十
年
勝
浦
町
消
防
出
初
式

地区の消防活動私たちが守ります
企 消防団 240名を指揮する森内団長

一 治静直好 嘉和民潔善 勝
己由夫好男 久重一往信  豊一
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第
六
分
団

第
七
分
団

第
八
分
団

第
九
分
団

機

動

隊

前
分
団
長

団

員

分

団

長

団

員

隊

長 

謝
々
比
利
治

吉

本

裕

記

岡

固

定

往

坪

井

秀

敏

坪

井

泰

博

第
二
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

第
五
分
団

第
六
分
団

第
七
分
団

第
八
分
団

第
九
分
団

機

動

隊

団

員

団

員

団

員

班

長

元

班

長

分

団

長

団

員

副
分
団
長

班

長

久野山福西前定堺宮
木上川野谷田作 本

喜博 博康健誉芳健

前

団

員

勝

占

昌欽 敏 和 幸 信

仁志修之彦志之生次

回

也弘治彦 司男

MUS04
テキストボックス
出初式

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



第
五
分
団

元
分
団
長

前

団

員

前
分
団
長

前

班

長

元

班

長

元
分
団
長

前
分
団
長

元
副
分
団
長

元
分
団
長

元

班

長

前

隊

長

。
第
六
分
団

イシ。
第
八
分
団

。。
第
九
分
団

ク

機

動

隊

豊

井

稔

博

矢

島

秀

雄

謝
々
比
利
治

吉

岡

純

高

西

谷

康

彦

福

野

嘉

久

高

田

敏

幸

桑

村

好

男

中

田

福

持

近

藤

秀

一

大

西

博

己

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す三二

機

動

隊

rID 


圭

口� Ft古?トーr-' 

U
J
n
u

。 一
月

一
日
付
で
次
の
方
々
が
入
団

さ
れ
ま
し
た
。

第

一
分
団

第
二
分
団

第
三
分
団

中

川

勇

植

松

弘

憲

溝
田
直
人
志

大

西

郁

生

春

田

剛

志

北

内

敏

光

黒

田

賦

松

浦

敏

夫

麻

植

新

吾

今

岡

利

二

太
田

一
生

中

山

勝

坂

田

朋

生

ア
悶
府
四
@


森

脇

芳

男

後

藤

信

之

隊団団団団団団団団団団団団団団団団
員員員員員員員員員員員員員員員員員

日
時

平
成
十
年
二
月
二
十
一
日
∞

午
後
三
時
開
場

第
四
分
団

ク

女
場
所
勝
浦
町
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

女
主
催
星
谷
地
区
地
域
防
災
団

女
講
演

(
午
後
六
時
三
十
分
)

第
五
分
団

第
六
分
団

災
害
に
強
い
街
"
つ
く
り
・
人
柄
つ
く
り 

-R



H

講
師
重
川
希
志
依
先
生 

H 

防
災
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

ク ク

「
伊
勢
湾
台
風
物
語
」

一
回
目
上
映
午
後
三
時
三
十
分

二
回
目
上
映
午
後
八
時
二
十
分 

九
十
五
年
一
月
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
以
来
、
住
民
の
安
全
を
お
び
や

か
す
災
害
が
相
次
い
で
全
国
各
地
で

発
生
し
て
お
り
、
国
民
の
防
災
に
対

す
る
関
心
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の

高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
大
規

模
災
害
か
ら
生
活
を
守
る
た
め
に
は
、

個
人
や
家
庭
に
お
け
る
日
ご
ろ
か
ら

の
備
え
や
地
域
社
会
に
お
け
る
防
災

へ
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

こ
の
「
防
災
フ
ェ
ア 

」
は
、
各

l

地
に
お
け
る
様
々
な
災
害
か
ら
の
教

訓
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
大
規
模
災
害

に
い
か
に
備
え
る
か
を
考
え
る
と
と

も
に
、
広
く
防
災
意
識
の
高
揚
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
町

民
皆
様
の
防
災
に
関
す
る
理
解
が
一

層
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

「
伊
勢
湾
台
風
物
語
」

(も
の
が
た
り
)

・
運
命
の
日

一
九
五
九
年 

(昭
和
三
十
四
年 
)

九
月
二
十
六
日
は
、
土
眼
目
だ

っ
た
。

名
古
屋
市
南
部
に
住
む
津
島
ひ
か
り
仰
と
、

近
所
に
住
む
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
西
沢
利
夫
仰
は
、

今
日
も
元
気
に
登
校
し
た
。

明
日
の
日
限
は
、
小
山
学
校
の
運
動
会
の
予
定

だ -た -し -

レ 

予
』

エ
や

--剛
 
L

E

4

7

第
九
分
団

。

大

岡

秀

明

.. 
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回

っ
た
。
陸
上
の
得
意
な
ひ
か
り
に
と

っ
て
は
、

楽
し
み
な
運
動
会
。
だ
が
、
朝
刊
の
記
事
は
、

台
風
十
五
号
が
本
土
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
を

報
じ
て
い
て
心
配
だ

っ
た
。

案
の
定
、
明
日
の
運
動
会
は
中
止
と
決
ま

っ

。
が
っ
か
り
し
た
ひ
か
り
は
、
愛
犬
の
ブ
チ

を
連
れ
て
堤
防
を
走

っ
た
。
ブ
チ
は
六
年
前
、

捨
て
ら
れ
て
い
た
仔
犬
を
拾
っ
て
ひ
か
り
が
育

て
た
の
だ
。
こ
の
ブ
チ
が
、
の
ち
に
濁
流
の
中

か
ら
ひ
か
り
を
救

っ
た
の
で
あ
る
。 

-
ラ
ジ
オ
の
台
風
予
報
は
、
刻
々
と
大
型
台
風

の
核
近
を
報
じ
た
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ

う
に
、
暴
風
雨
の
不
気
味
な
音
が
家
屋
を
叩
き

つ
づ
け
る
。

遂
に
台
風
十
五
号
は
紀
伊
半
島
潮
岬
に
上
陸

、
東
海
地
方
直
繋
が
確
実
と
な
っ
た
。

第
七
分
団

第
八
分
団

MUS04
テキストボックス
使命に燃えて　消防団

MUS04
テキストボックス
よろしくお願いします

MUS04
テキストボックス
防災フェア開催



徳島駅伝勝浦繊細解図式〈最
優
秀
選
手
賞
〉

畠

田

康

弘

〈優
秀
選
手
賞
〉

木

原

努

柿

原

昌

典

〈敢
闘
賞
〉

山
平

和
也

-第44回徳島駅伝・
勝浦郡チームI 3日聞を走り抜きチーム努力賞受賞 f

新
春
の
阿
波
路
を
駆
け

今
大
会
に
・
お
い
て
、
大
会
長

抜
け
る
恒
例
の
徳
島
駅
伝

か
ら
次
の
と
お
り
チ
ー
ム
表
彰

大
会
が
、
一
月
四
日
か
ら

が
あ
り
ま
し
た
。

六
日
ま
で
の
三
日
間
行
わ

〈三
日
間
チ
ー
ム
努
力
賞
〉

れ
ま
し
た
。

十
二
位
勝
浦
郡
チ 

ム

今
年
は
、
三
日
間
と
も

小
悶
が
降
る
中
で
の
レ
ー

ま
た
、
団
長
、
郡
陸
協
後
援

ス
と
な
り
ま
し
た
が
、
感

会
長
か
ら
次
の
町
内
選
手
に
各

動
と
数
々
の
名
場
面
を
残

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

し
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

(敬
称
略 
)

三
日
間
に
わ
た
り
、
中
、

高
生
の
頑
張
り
、
一
般
選

手
の
粘
り
、
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
た
素
晴
し
い
走
り

で
、
阿
波
郡
に
五
分
三
十
秒
の
差
を
つ
け
総
合

十
二
位
。

数
年
前
か
ら
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
た
駅

伝
と
選
手
不
足
の
中
で
の
今
回
の
十
二
位
は
全

員
の
力
で
粘
り
強
く
走
り
ぬ
い
た
結
果
で
あ
り
、

選
手
の
皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
称
え
ま
す
。

ま
た
、
今
大
会
に
際
し
て
ご
尽
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
後
援
会
の
方
々
を
は
じ
め
、
沿
道
各
所

で
ご
声
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
町
民
の
皆
さ
ん
に
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

l

、


l l

l

l

O

窃


白
 

藤

木

浩

史


〈努
力
賞
〉


美

馬

希

美


朔

加

奈

恵


岡

本

陽

子


〈新
人
賞
〉

畠

田

浩

二

小
西
諭
有
子

⑩

勝
浦
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

早
春
の
日
差
し
を
体
に
浴
び
て
、
勝
浦
川
の

せ
せ
う
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
楽
し
い
健
康
、
体
力

づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

期• 

日

二
千
円

ス
l

回

-
集
合
場
所

平
成
十
年
三
月
八
日
日

午
前
九
時
か
ら
(
雨
天
決
行
)

勝
浦
町
大
字
星
谷

星
谷
運
動
公
園

-
参
加
資
格

各
コ
ー
ス
完
走
で
き
る
健
康
な
人

・

種

目

①
一	

・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
コ 

ス

年
齢
制
限
な
し

②
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
コ	 

ス

小
学
生

・
中
学
生
以
上
男
女

③
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
コ	 

ス

三
十
九
歳
以
下

・
四
十
歳
以
上
男
女

④
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス

男
三
十
九
歳
以
下
・
男
四
十
歳
以
上
・
女
性
の
部

⑤
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
(
四
二

・
一
九
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル 
)


男
三
十
九
歳
以
下

・
男
四
十
歳
以
上

・
女
性
の
部

今
回
は
七
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
周
囲
コ 

ス
を


使
用
し
て
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
を
行
い
ま
す
。
給
水
、
軽

食
、
計
時
も
七
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
行
う
予

定
で
す
。
体
調
が
悪
く
な
れ
ば
リ
タ
イ
ア
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

-
参
加
料

。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者

(
勝
浦
郡
内
の
中
・
高
校
生
は
無
料
) 

一二
 

1
十
キ
ロ
コ
ー
ス
参
加
者

一
般
二
千
円
高
校
生
以
下
千
円

O
小
学
生
以
下
無
料

一
・
五
キ
ロ
コ 

(小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
搬
送
の

こ
と
)

-
参
加
申
込

無
料 

(表
彰
な
し
)

二
月
二
十
日
幽
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

〈申
込
先
〉
〒
七
七

一 
四
三
九
五

l

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
久
国

勝
浦
町
教
育
委
員
会

E
O
八
八
五
四
|
二
|
二
五
一
一

大
会
当
日
、
コ
ー
ス
及
び
会
場
周
辺
は

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市松木
原田原

佑
誠要介

MUS04
テキストボックス
第44回徳島駅伝勝浦郡チーム　3日間を走り抜きチーム努力賞受賞

MUS04
テキストボックス
楽しく走って健康づくり

MUS04
スタンプ



明石海峡大橋開通記念 ビ、ッグひな祭りホlコシイペUト認定
第10回記念

会期� 3月� 1日(日1).......4月15日依) 午前9時~午後4時

第� 1会場勝浦町勤労福祉センター

第2会場 勝浦町農村環境改善センター

問い合わせはNTTハローダイヤル� TEL (0886)54-8600 

県下ホロンイベントのトップをきって勝浦町に春を呼ぶ

ビッグひな祭りを開催します。

家で飾らなくなったひな人形を全国から寄せて，百段の

ひな壇を中心に� 1万体を飾 り供養する名実共に日本一の華

麗なひな祭りです。

会期中いろいろな楽しいイベン トも多彩で， たくさんの

来場者でにぎわいます。

(主怒イペじト

砂3月1日但j 

• TBSテレビ収録特別取材

・オープンセレモニー午前9時3扮から

・ひな行列・稚児行列午前10時� 

JA勝浦郡本部前出発

・供養神事 ・浦安の舞 午前111

11

』ーーーー.... 
治事惨� 
・.

.....コ士~ー

時から� 

.三味線太鼓演奏(梅若朝琢会)

在午前101時から 包午後l時から

・もちつき大会 午前 郎O分から

-子供映画会(アニメエルマーの

官険� a午後l時からを午後3時から

砂3月28日出

・鈴木健二講演会 午後2時から

「地域文化の創造と人づくり」

砂3月29日(日)

・お手玉競技会 午前10時30分から

(両手2個，片手2個，両手3個・各賞有)

砂4月4日出

・明石海峡大橋開通前夜祭

午後10時まで開場

⑮全会期

・全国ひな祭り写真展� 

.わたろー記念書道展

.大生け花展(嵯峨御流・未生流・池坊)

・ひな市(物産販売)� 

⑥ 3 月 1 日~15日

・長井宏一恐竜イラスト展(第� 2) 

ひな人形保存のため百円募金

を入場時にお願いし，入場パス

ポート絵葉書を差し上げます。

砂3月� 8日(日� 

・日本舞踊(山村流) 午前10時:30分から� 
・お手玉ショー 午前10時30分から ご協力よろしくお願いします。

砂4月� 5日(日

| 

| 

砂3月15日個 ・ひな供養(星谷大宮八幡神社)午後l時から |女飾り付けボランティア

・大正琴演奏(琴の葉会) 午前10時30分から� |砂4月12日(日� 2月20日幽から� 2月28日(土)まで，

砂3月22日目 ・大正琴演奏(立江ヒラリーズ午前�  9時から午後� 5時。都合のよい

・琴演奏(生田流) 午前10時30分から� 1 午前10時30分から� | 日時に奉仕協力をお願いします。

・・・ み ・*・・ ・ て二ど講事
間入申 くま役 入入演場 (午 平日 お多さの師と
い場込 だた場 場場題所 開後 成時 り数ん著はしピ
合人締 さは企 整無 場二 十 まので書「てツ
わ員切 い 、 画 理料函 勝一時 年 す方すで気講グ
せ 日 。ハ開 券 (域浦時か 三 。の� o ;1:)'く演ひ

熊
本
県
立
劇
場
館
長
・
評
論
家

先 入ガ発 の た す 町 ) ら 月
場キ課 申 だ花農 午 二

勝先平整にま 込 人の村 後 十
浦着成理希で み 創環 三 八
町五十券望と方入、生境 時 日
役百年を 枚り 法 場 T改 三 回

ご
来
場
を
お
待

なば会な
じ りを祭
みの開り
のす催期
、すし間

鈴めま中

昭
和
四
年
、
東
京
下
町
生
ま

に
入
局
後
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

白
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
芯
ど
は
有
名
。

を
定
年
退
陣
職
後
、

場人二郵数に整人善十 ち木」すの
企日送、お理ベセ分 し健な。行 鈴木健二

N
H
K

K

N
H 

固

画
間

二し住い 券プン
十ま所で が� Aタ

発七す、く 必乙� l
課目。氏だ要
孟 働名 いで
竺を 。 す
了記�  J
ム入
ーし
五

て

県
立
劇
場
館
長
に
就
任
、
熊
本

で
得
ら
れ
る
全
収
入
で
熊
本
県

立
劇
場
文
化
猿
興
基
金
を
創
設

す
る
。ま

た
、
地
域
文
化
の
た
め
に

奉
仕
的
芯
活
動
や
福
祉
活
動
に

も
情
熱
を
注
ぎ
、
一
方
で
は
「
気

く
ば
り
の
す
す
め
」
芯
ど
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
作
家
と
し
て
の
地
位

も
築
き
著
作
は
す
で
に
百
七
十

冊
を
越
え
る
。

の
番
組
に
新
境
地
を
開
拓
し
、

れ
の
生
粋
の
江
戸
つ
子
。

「
歴
史
へ
の
招
待
」
「
ク
イ
ズ
面

講
師
紹
介

熊
本ー申

)込

MUS04
テキストボックス
鈴木健二講演会

MUS04
テキストボックス
ビッグひな祭り



A
7

徳
島
県
で
は
、
近
畿
の
青
年
た
ち
と
船
上

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

二
月

農
村
婦
人
の
家 

(中
角 
)

対
象
者

頃
※
加
工
の
先
輩
の
方
が
教
え

り

て

く

れ

ま

す
。

酔

※

材

料

費 
(実
費
の
み 
)必
要 

A
O

詳
細
に

つ
い
て
は
、
申
し

込
み
希
望
者
に
直
接
ご
連
絡

い
た
し
ま
す
。

-

俳

句

寺
の
屋
根
そ
り
美
し
く
淑
気
満
つ

抱
か
れ
し
会
孫
が
主
役
の
初
座
敷

坂

本

美

馬

直

枝

息
白
し
登
校
の
子
が
走
り
過
ぐ

宅
配
の
塩
鮭
届
き
暮
れ
迎
う

坂

本

椎

野

吉

次

息
白
し
少
年
と
犬
橋
わ
た
る

山
鯨
撃
ち
し
英
雄
酒
弱
し

坂

本

仙

才

良

子

息
白
し
鞄
鳴
ら
し
て
馳
け
て
く
る

塩
鯉
と
決
っ
て
お
り
し
贈
り
主

坂

本

新

居

雄

彦

笹
鳴
や 

夜
は
雪
に
な
る
と
云
う

笹
鳴
や
一
本
松
の
ふ
と
こ
ろ
に

坂

本

中

山

治

駅
伝
の
棒
わ
た
す
子
息
白
し

塩
鮭
の
皮
ま
で
食
う
て
酒
美
味
し

坂

本

仙

才

清


朝
市
の
客
も
売
り
て
も
息
白
し


山
鯨
喰
わ
す
庖
あ
り
縄
の
れ
ん


坂

本

新

居

晋


笹
鳴
や
妻
は
息
つ
め
針
に
糸


塩
鮭
や
赤
い
バ
イ
ク
に
届
け
ら
れ


坂

本

池

谷

武

久


息
白
し
開
門
を
待
つ
武
家
屋
敷


復
元
の
遺
跡
ガ
イ
ド
の
息
白
し


坂

本

戸

田

路
子

雲
蹴
い
山
誠
い
年
新
た
な
る

生

名

滝

口

松

月

新
聞
に
知
恵
を
も
ら

っ
て
歩
む
春

孫
達
に
笑
顔
を
も
ら
う
寅
の
春

星

谷

上

岡

久

子

鳶
鳴
い
て
初
空
高
く
輪
を
か
け
り

初
詣
で
玉
砂
利
深
く
鈴
の
鳴
る

掛

谷

駒

津

光

洋

初
凪
に
射
し
込
む
光
り
雲
間
よ
り

元
朝
や
庭
に
は
白
き
も
の
が
舞
う

沼

江

中

井

清

二
郎

※
原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制
で

は
な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意
に
投

句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に
優
劣
や

順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削
等
も

一
切

し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句
し
て
く
だ
さ

い

。

(

係

)

次

回

作

品

募

集

一
一
月
五
日
締
切
短
歌
一
人

一
首

三
月

五

日

締

切

川

柳

一
人
二
句

あ

て

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

初
も
う
で

一
段
毎
に
杖
を
っ
き

大
寒
や
一
族
の
墓
肩
よ
せ
て

三
議

中

山

い

く

子

五
十
億
燃
え
続
け
て
る
初
日
の
出

宇
宙
よ
り
年
賀
の
と
ど
く
世
に
生
き

る

横

瀬

呑

口

精

一
郎

除
夜
の
鐘
余
韻
残
し
て
年
新
た

小
春
日
や
翁
一
人
で
い
ぢ
る
網

中

山

谷

尻

松

雄

冬
至
で
す
蜜
柑
柿
柚
つ
め
て
送
る

門
松
に
娘
に
た
の
ま
れ
梅
を
き
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

幸
せ
は
土
の
匂
い
よ
若
菜
摘
み

生

名

柳

田

末

子

水
鳥
の
影
絵
の
ま
ま
に
陽
の
隠
く
る

寒
が
ら
す
島
の
川
原
も
黒
う
し
て

生

名

石

田

白

萩

塩
ノ
江
の
湯
け
む
る
郷
に
春
立
ち
ぬ

下
萌
を
ふ
み
て
タ
ラ
ッ
プ
ふ
る
里
え

生

名

倉

橋

テ

ル

平
穏
に
善
き
事
願
い
春
迎
う

温
暖
化
我
が
家
の
庭
に
椿
咲
く

生

名

小

西

典

子

紅
よ
り
も
白
の
艶
め
く
寒
椿

一
水
に
峡
分
け
ら
れ
て
山
眠
る

生

名

丸

山

香

月

蕗
の
芽
の
枯
葉
の
中
に
春
を
見
せ

近畿青年洋上大学の団員募集

大 相官曜、

有機� 

も 署長� 

F五L

tか

ま
す

i保

ゆ み

ファイト/ガンバレ
で
「
こ
こ
ろ
」
を
テ 

マ
と
し
た
研
修
を
受

け
な
が
ら
中
国
を
訪
問
す
る
団
員
を
募
集
し

ま
す
。

-

と

き

平
成
十
年
八
月
十
二
日
か
ら

二
十
三
日 
(十
二
日
間 
)

-
応
募
資
格

平
成
十
年
四
月

一
日
現
在
、

二
十
歳
か
ら
三
十
歳
ま
で
の
方

-

定

員

八
十
名

・
参
加

費
十
六
万
円 
(事
前
研
修
費
、

旅
行
手
数
料
な
ど
が
別
に
必
要
で
す
。)

・
申
し
込
み

四
月
三
十
日
ま
で
に
県
青
少

l

年
室
へ

グ
自
分
で
み
そ
を
作

っ
て
み
た
い
、。

で
も

一
人
で
行
く
の
は
ち
ょ
っ

と
:・

そ
ん
な
方
、

一
緒
に
み
そ
づ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か
。合
わ
せ
て
「
イ
チ
ゴ
大

福
」
「
う
ど
ん
つ
ゆ
」
も
作
り
ま
す
。

二 人明人人ス
十 二 一-一一二L

日句 句首
ノ

十
日
例
ま
で
に
役
場
産
業
課
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
二
月
二
十
五
日
制
午後

一時
1

場
所

の
方
も 

仁
「引

※

持

ち

帰

り
量
は
三 

匂
程

J

仰

度

で

す

。

締 あ あ 詩
切 て て 短の
り 先 先 歌こ�  

p 横 俳み
ず 角中 瀬 句ち

柳霊
月 一 一一 ヤ

.
れ� 
も俳豊 川 短中
二 句田柳歌田

詳
し
く
は
県
青
少
年
室
(
徳
島
市
万
代
町

一
丁
目

宮 

八
八
六 
1

二一

|一一

一
七
六
)
へ

O

初
心
者
の
方 

(男
性

O
K
)

固

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
おみそを一緒に作りませんかイチゴ大福　うどんつゆも一緒につくります
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私
の
生
き
方
は
、
私
が
決
め
ま
す
。

そ
れ
は
、
、
ず
い
ぶ
ん
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
だ
と

っ
た
ら
、
ど
う
だ
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん

な
に
す
ば
ら
し
い
人
で
あ
っ
て
も
、
幸
せ
に
な
れ

な
い
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
間
違
い
で
す
。
人
間
の
値
う
ち
は
心
だ

と
思
い
ま
す
。
自
分
の
心
が
相
手
の
心
の
よ
さ
を

見
つ
け
ら
れ
る
か
ら
、
結
婚
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
結
婚
は
一
生
の
中
で
最
も
重
大
な

イ
ベ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
、
十
年
く
ら
い

後
に
は
結
婚
を
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
と
き
、
私
は
自
分
自
身
の
心
で
決
め
て
い
き
ま
す
。

人
の
言
葉
に
ま
ど
わ
さ
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
好

き
な
人
と
い
っ
し
ょ
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
、
そ

れ
が
部
落
出
身
の
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
私
は

堂
々
と
、
自
分
の
信
念
を
貫
い
て
い
き
ま
す
。
い
え
、

部
落
出
身
の
人
と
い
う
言
葉
を
使
う
、
そ
の
こ
と

思
う
の
で
す
が
、
だ
れ
が
考
え
て
も
分
か
り
き
っ

た
よ
う
な
こ
と
が
、
こ
の
世
の
中
で
は
通
用
し
な

い
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
同
和
問
題
を

学
習
し
て
い
く
中
で
知
り
ま
し
た
。

遠
い
昔
の
身
分
制
度
を
現
在
ま
で
ひ
き
ず
っ
て
、

多
く
の
人
を
苦
し
め
て
い
る
部
落
差
別
や
間
違
っ

た
国
際
感
覚
の
中
で
生
ま
れ
た
在
日
朝
鮮
人
差
別

な
ど
か
ら
、
自
分
の
生
き
方
を
他
人
に
左
右
さ
れ
、

自
分
の
人
生
の
選
択
を
自
分
で
決
め
ら
れ
な
い
人

た
ち
が
い
る
の
で
す
。

特
に
、
結
婚
問
題
の
と
き
に
一
番
差
別
意
識
が

現
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
結
婚
と
い
う
の
は
、
二

人
が
愛
し
合
い
、
こ
の
人
こ
そ
我
が
人
生
の
最
高

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
認
め
合
え
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
出
身
が
ど
こ
で
、
親

戚
が
ど
う
で
あ
る
の
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
大
切
な

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
相
手
が
部
落
出
身
で
あ

が
も
う
差
別
し
て
い
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
私
の
心
の
中
に
は
、
ほ
ん
と
う
に
差
別
心
は

な
い
の
か
、
私
は
自
分
の
心
の
中
を
し
っ
か
り
と

見
す
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

今
の
思
い
を
ず
っ
と
ず
っ
と
忘
れ
ず
に
生
き
て
い

く
の
で
す
。

差
別
を
失
く
し
て
い
く
の
は
私
た
ち
で
す
。
「
部
落
」

だ
の
「
同
和
」
だ
の
と
い
う
言
葉
が
死
語
に
な
り
、

そ
ん
な
言
葉
を
使
わ
な
く
て
よ
い
よ
う
な
世
界
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
差
別
は
様
々

な
人
の
運
命
を
狂
わ
せ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
人

の
心
を
人
の
命
を
傷
つ
け
、
失
く
し
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。

私
は
今
年
の
文
化
祭
の
人
権
劇
で
朝
鮮
人
の
少

年
で
「
応
明
」
の
役
を
や
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の

町
に
は
「
十
六
地
蔵
」
と
い
う
お
地
蔵
様
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
お
地
蔵
様
は
、
大
阪
か
ら
疎
開
に
来

て
い
た
国
民
学
校
三
年
生
の
十
六
人
が
お
寺
の
火

事
で
失
く
な
り
、
そ
の
御
霊
を
慰
め
ま
つ
る
た
め

に
建
立
し
た
も
の
で
す
が
、
も
し
そ
の
十
六
人
の

子
ど
も
た
ち
が
天
国
で
話
を
し
た
ら
、
ど
ん
な
話

を
す
る
の
か
と
想
像
し
作
ら
れ
た
の
が
今
年
の
文

化
祭
の
劇
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
の

少
年
の
一
人
が
、
応
明
な
の
で
す
。

応
明
は
、
嘆
き
ま
す
。
差
別
と
貧
困
か
ら
の
が

れ
ら
れ
な
か
っ
た
日
々
を
・:
。
家
族
が
力
を
合
わ

せ
て
働
い
て
も
働
い
て
も
豊
か
に
な
ら
な
い
生
活
、

い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
国
の
半
ば
強
制
的
な
政
策

に
よ
る
学
童
疎
開
で
ま
す
ま
す
貧
し
く
な

っ
て

い

っ
た
の
で
す
。
父
を
思
い
、
母
を
思
う
応
明
の
嘆

き
に
私
の
胸
は
し
め
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
「
ど
う

し
て
な
ん
や
。
な
ん
で
み
ん
な
幸
せ
に
な
れ
ん
の

や
」
苦
し
み
の
中
で
、
ど
う
に
か
し
て
生
き
て
き

た
光
を
求
め
る
応
明
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
日
本
人
の
少
年
の
敏
郎
の
声
が
聞
こ

え
て
く
る
の
で
す
。
「
そ
ん
な
差
別
は
絶
対
失
く
し
て

い
か
な
い
か
ん
。

い
や
、
き
っ
と
失
く
な
る
」
と
。

応
明
も
敏
郎
も
戦
争
の
な
い
時
代
を
知
り
ま
せ
ん
。

生
ま
れ
る
前
か
ら
日
本
は
戦
争
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
戦
争
の
中
で
死
ん
で
い

っ
た
の
で
す
。
「
あ
の

と
き
の
僕
ら
に
戦
争
の
な
い
時
代
が
想
像
で
き
た
か
。

日
本
で
五
十
年
以
上
も
戦
争
の
な
い
時
代
が
続
く
な

ん
て
、
だ
れ
が
考
え
て
た
と
思
う
。
だ
れ
も
考
え
な

か
っ
た
ん
と
違
う
か
。
け
ど
失
く
な
っ
た
ゃ
な
い
か
」

そ
う
失
く
な

っ
た
の
で
す
。
人
聞
が
人
間
ら
し
く
生

き
る
こ
と
を
奪
い
続
け
て
き
た
戦
争
は
失
く
な

っ
た

の
で
す
。

私
の
応
明
は
、
敏
郎
の
言
葉
に
大
き
く
う

な
ず
き
、
人
間
と
し
て
、
朝
鮮
人
と
し
て
生
き
る
光

が
見
え
た
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
の
で
す
。
人
聞
を

心
の
底
か
ら
苦
し
め
た
か
ら
、
戦
争
は
失
く
な

っ
た

の
で
す
。
も
う
こ
れ
以
上
戦
争
で
苦
し
め
ら
れ
た
く

な
い
。
そ
し
て
、
差
別
で
苦
し
む
人
も
つ
く
り
た
く

な
い
。
差
別
の
醜
さ
を
知
る
こ
と
で
、
差
別
を
憎
み
、

差
別
を
失
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
応

明
は
顔
を
上
、
げ
、
差
別
の
失
く
な
る
こ
と
を
確
信
し

ま
す
。
そ
の
と
き
、
私
の
心
の
中
か
ら
、
「
差
別
の
な

い
社
会
を
つ
く

っ
て
い
く
の
は
私
た
ち
な
ん
だ
」
と

い
う
思
い
が
湧
き
上
が

っ
て
き
た
の
で
す
。

部
落
差
別
も
在
日
朝
鮮
人
差
別
も
、
私
た
ち
の
社
会

が
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
差
別
を
失
く
し
て

い
く
の
も
私
た
ち
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
は
、
自
分
の
生
き
方
は
自
分
で
決
め
る
と
い
う
気

構
え
く
ら
い
は
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
人
間
の
温
も
り
の
感
じ
ら
れ
る
新
し
い
社

会
を
生
み
出
し
て
い
く
の
で
す
。
私
た
ち
の
未
来
は

私
た
ち
で
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が
私
の
願

い
で
あ
り
、
未
来
へ
向
け
て
の
誓
い
で
す
。

(平
成
八
年
度
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
作
品
集
か
ら
)

MUS04
テキストボックス
私の誓い
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対務参タ

誰
の
た
め
の
税

困

の
前
、
消
費
税
が
三
加
わ
か
ら
五
軒
に

上
が

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

日
本
政
治
を
長
い
目
で
見
る
う
え
で、

非
常
に
よ
い
政
策
だ
と
い
う
人
も
あ

れ
ば
、
目
先
の
損
失
が
大
き
す
、ぎ
て

逆
に
生
活
に
困
る
と
い
う
人
も
い
る
。

「
税
金
」
は
我
々
住
民
に
と

っ
て
の

天
敵
な
の
だ
ろ
う
か
。

歴
史
で
勉
強
し
て
き
た
が
、
昔
か

ら
「
税
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
あ

っ

た
ら
し
い
。
奈
良
時
代
な
ど
の
古
い

年
代
で
は
「
税
」
は
国
の
資
金
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
。
金
を
と
る
た
め

の
政
策
な
ど
も
数
多
く
あ
る
。
そ
れ

で
も
農
民
た
ち
は
働
い
て
、
残

っ
た

少
し
の
物
で
生
活
し
て
い
た
の
で
あ

る
。し

か
し
、
現
在
の
税
制
は
ど
う
だ


ろ
う
か
。
た
と
え
、
毎
月
毎
月
納
め


て
い
た
と
し
て
も
h

絶
対
何
ら
か
の


形
で
我
々
に
か
え

っ
て
く
る
。
年
を


と
れ
ば
、
医
療
費
な
ど
も
い
ら
な
く


な
る
。
社
会
保
障
が
充
実
し
、
よ
り


住
み
よ
い
町
と
な
る
だ
ろ
う
。
全
て


「
税
」
の
お
か
げ
で
あ
る
。
こ
れ
ら


の
こ
と
を
強
く
認
識
し
て
、
生
活
し


て
い

っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
し
て
い


こャフシ」田川 
γ
7
。


で
は
、
逆
に
「
税
」
の
な
い
世
界

を
想
像
し
て
み
よ
う
。
私
た
ち
の
学

校
は
こ
の
夏
、
プ
ー
ル
が
改
築
さ
れ

た
。
シ
ャ
ワ
ー
は
自
動
に
な

っ
て
い

て
使
い
や
す
い
。
後
に
先
生
の
話
を

聞
く
と
、
「
半
分
は
町
が
負
担
し
て
く

れ
た
が
、
残
り
は
税
金
で
支
払

っ
て

い
る
」
と
教
え
て
く
だ
さ

っ
た
。
税

金
な
し
で
は
私
た
ち
は
こ
の
夏
を
暑

い
ま
ま
に
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
政
治
を

動
か
し
て
い
る
国
会
議
員
、
公
務
員

の
給
料
が
払
え
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

国
が
運
営
し
な
い
の
に
、
生
活
な
ん

で
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
年
々
進
み

つ
つ
あ
る
高
齢
化
社
会
に
つ
い
て
も

同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
社
会
保
障
制

度
が
な
く
な
れ
ば
、
お
年
寄
り
の
人

た
ち
の
暮
ら
し
は
今
よ
り
ず

っ
と
苦

し
く
な
る
だ
ろ
う
。
日
々
何
気
な
く

納
め
て
い
る
税
金
が
、
こ
れ
ほ
ど
重

み
の
あ
る
も
の
と
は
考
え
て
も
み
な

い
こ
と
だ

っ
た。

や
は
り
、
そ
う
考
え
て
く
る
と
、

税
金
な
し
の
生
活
な
ん
て
考
え
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。
私
た
ち
の
豊
か
な

日
本
が
、
税
金
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

不
当
に
税
金
の
が
れ
や
ご
ま
か
し
を

す
る
世
の
中
で
は
、
本
当
の
豊
か
さ
は

生
ま
れ
な
い
。
私
は
豊
か
な
日
本
の

建
設
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
良
き
納

税
者
と
な
る
つ
も
り
だ
。

建
築
、
土
木
等
工
事
の

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
受
付

度
加
入
証
明
書
ま
た
は
振
込
み
通

知
書
(
写
)

・
代
表
者
の
世
帯
全

員
の
住
民
票

受
付
期
間

三
月
二
日
1
三
十
一
日

受
付
場
所

役
場
建
設
課

※
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
有

効
期
限
は
、
平
成
十
年
三
月
三

十

一
日
ま
で
で
す
の
で
新
た
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

町
外
建
設
業
者
は
、
平
成
九
年

度
を
最
初
の
期
間
と
す
る
隔
年

ご
と
の
申
請
と
な

っ
て
い
ま
す

の
で
、
平
成
十
年
度
の
申
請
は

不
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
建
設
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

(宮
二 
|
二
五

二

内
線

一
二
番
) 

勝浦中学校 3年

前田郁美

平
成
十
年
度
に
勝
浦
町
が
発
注

す
る
建
設
工
事
の
「
指
名
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
の
受

付
を
行
い
ま
す
。

申
請
に
は
、
次
の
書
類
が
必
要

で
す
。

建
設
工
事
指
名
競
争
入
札
参
加

資 -
格
審
査
申
請
書

(
申
請
用
紙
は

役
場
建
設
課
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
一
部
三
百
円
)

・
建
設
業
法

に
基
づ
く
建
設
業
の
許
可
を
証
明

す
る
書
面

・
営
業
所

一
覧
表

・
使

用
印
鑑
届
及
び
印
鑑
証
明
書

・
直

前
三
年
の
各
営
業
年
度
に
お
け
る

工
事
施
工
金
額
調
書

・
工
事
経
歴

書

・
業
態
調
書

・
職
員
数
調
・
業

者
カ
ー
ド

・
主
要
取
引
金
融
機
関

調
書

・
営
業
用
機
械
器
具
調
書 

商
業
登
記
簿
の
謄
本 

(法
人
に

限 -
る 
)

・
経
営
事
項
審
査
結
果
通

知
書

(
写 
)

・
身
分
証
明
書

・
納

税
証
明
書

・
労
働
保
険
加
入
証
明

書

(
写 
)

・
建
設
業
退
職
金
共
済

組
合
加
入
、
履
行
証
明
書 

(写 
)

・
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
加

入
証
明
書

(写 

)

・
任
意
労
災
制 

• 


「
税
」
私
の
身
の
回
り
に
は
税
金

D

に
よ

っ
て
作
ら
れ
て
い
る
も
の
、
ま

た
、
税
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
も

の
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
。
あ

ま
り
に
身
近
す
ぎ
て
、
そ
の
有
難
さ

に
少
し
も
気
づ
く
こ
と
な
く
過
ご
し

て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

街
灯
が
家
の
周
辺
に
で
き
た
と
す
る
。

す
ご
く
う
れ
し
い
こ
と
だ
が
、
誰
が
、

何
が
建
て
て
く
れ
た
の
か
は
知
ら
な
い
。

逆
に
一
言
守
え
ば
、
知
る
必
要
な
ど
な
い

の
か
も
し
れ
な
い 

し
か
し
、
そ
の

考
え
方
で
は
、
税
の
有
難
さ
に
気
付

く
は
ず
も
な
い
。
こ
れ
で
は
、
い
け

作
品
い
。

だ
が
、
そ
の
反
対
に
、
消
費
税
、

所
得
税
、
物
品
税
、
住
民
税
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
税
金
を
納
め
て
い
る
こ
と

に
関
し
て
は
非
常
に
敏
感
で
あ
る
。

そ
れ
を
よ
く
表
し
て
い
る
の
が
、
こ

MUS04
テキストボックス
税に関する作文シリーズ誰のための税
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平成10年度住民税の所得申告及び所得税納税相談日程表

f主
民

税

正聖
 
F号ヨ1:r_ 


芝喫

塑確 

.、面軍 ~ー-

門事 

ー-~ 

tま

ω給
与
所
得
者
の
場
合

給
与
所
得
者
の
内
、
年
末
調
整
を
行

っ
た
人
は
、
そ
の
年
の
納
税
が
完
了

し
て
い
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人

は
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
次
の
よ
う
な
人
は
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

O O O O
え
て
い
る
人
。

い
る
人
。 

八
八

O

l

O

O
)

場」

固

-
徳
島
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

軽
自
動
車
税
は
四
月
一
日

平
成
十
年
一
月
二
十
六
日
か
ら

現
在
所
有
の
軽
自
動
車
(
原

三
月
十
六
日
ま
で

付
自
転
車
等
を
含
む
)
に
対

(
但
し
、
各
月
の
第
一

・第
三
火
曜

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

日
及
び
土
、
日
曜
、
祭
日
を
除
く
)

し
た
が
っ
て
、
も
う
す
で

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

に
廃
車
し
た
軽
自
動
車
で
も
、

廃
車
の
手
続
き
を
し
な
け
れ

告
が
必
要
で
す
。
申
告
を
済
ま
せ

ば
、
今
後
ず
っ
と
課
税
さ
れ

て
い
な
い
と
、
保
険
税
の
減
額
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

だ
さ
い
。

ま
た
、
だ
れ
か
に
売
っ
た

り
、
譲
っ
た
り
し
て
も
手
続

る
方
は
、
所
得
が
な
い
方
で
も
申

住
民
税
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

自
ら
の
正
し
い
記
帳
に
基
づ
い
て
一

年
間
の
所
得
を
計
算
し
適
正
な
申
告

と
納
税
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申

告
を
し
ま
す
と
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
金
や
延

滞
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
す
の
で
期
限
内
に
正
し
く
済
ま

給
与
の
収
入
金
額
二
千
万
円
を
越

せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

給
与
を
二
個
所
以
上
か
ら
受
け
て

女
申
告
を
し
な
け
れ
ば
什
ゆ
ら
な
い
人

山
一
般
の
人
の
場
合

給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る
人
。

平
成
九
年
中
に
事
業
所
得
、
不
動

年
末
調
整
で
扶
養
控
除
や
配
偶
者

産
所
得
、
雑
所
得
(
年
金
等
)
、
及
び

譲
渡
所
得
(
土
地
、
建
物
等
を
売
っ

た
場
合
)
な
ど
の
所
得
が
あ
る
人
。

き
を
し
な
け
れ
ば
、
同
様
の

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
届

け
出
を
し
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
二
五
∞
以
下
の

原
付
自
転
車
は
、
町
役
場
で

手
続
き
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。し

か
し
、
軽
四
輪
車
は
、

軽
自
動
車
協
会
、
一
二
五
∞

を
超
え
る
二
輪
車
は
、
四
国

運
輸
局
徳
島
陸
連
支
局
で
な

け
れ
ば
手
続
き
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
は
、
町
役
場
税

務
保
険
課
(
宮
二 
|
二
五
一
三
)
、

廃車手続きは確実に済ませましょう

控
除
等
を
誤
っ
て
申
告
し
て
い
た

人。な
お
、
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い

女
申
告
に
必
要
な
も
の

山
税
務
署
か
ら
送
付
し
た
申
告
書
を

お
持
ち
の
人
は
、
そ
の
「
申
告
書
」

と
「
印
鑑
」

間
給
与
な
ど
の
あ
る
人
は
、
「
源
泉

徴
収
票
」

間
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人
は

「
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
及

び
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金

額
の
明
細
書
」

凶
生
命
保
険
料
等
の
控
除
を
受
け
ら


れ
る
人
は
「
支
払
っ
た
保
険
料
の


証
明
書
」


間
損
害
保
険
料
控
除
を
受
け
ら
れ
る


人
は
「
支
払
っ
た
保
険
料
の
証
明


室
田
」

附
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け
ら

軽
自
動
車
協
会
(
宮 

二

一 

ま

る方は� 2月18日(札� 2月19日(木)，� 2月20日幽の� 3日間，勝浦

町役場� 2階会議室で申告納税相談を行いますので，指定された

日時を確認のうえ必ず申告してください。� 

給
与
所
得
者
で
も
、

雑
損
控
除
、
医
療
費

控
除
、
住
宅
取
得
等

持
別
控
除
な
ど
の
控

除
を
受
け
ら
れ
る
人

は
、
確
定
申
告
を
す
れ

ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ

ま
す
。

「
還
付
申
告
相
談
会

所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
た
め
の
申
告

相
談
は
、
二
月
十
六

日
以
前
で
も
次
の
会

場
で
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

月日(曜日) 対象地区 時間 士易 所� 

2月16日(月) 坂 本 坂本集会所� 

2月17日例 坂 本 勝浦郡農協坂本事業所� 

2月18日(水) 棚里子・立川 勝浦町役場(2階第� 1.第 2会議室� ) 

2月19日(木) 久国
午

ペシ� 

2月20日幽 生 名 前 ペシ� 

2月23日(月) 与川内�  9 農村環境改善センター� 

2月25日(水) 横 瀬 。� 

2月26日(木) 中 山
時

中山集会所� 

2月27日幽 星 hEコ 星谷集会所� 

3月� 2日(月) 黒 岩
午

勝浦会館� 

3月� 4日(水) 中 角 農村婦人の家� 

3月� 5日(木) ρ7、 山 後 今山集会所� 

3月� 6日幽 山西 ・掛谷� 4 勝浦郡農協生比奈支所� 

3月10日伏) 石原・沼江 石原集会所� 

3月12日(木) 全 町
時

勝浦町役場(2階第� 1・第� 2会議室)� 

3月13日幽 イシ 。� 

3月16日(月)� 4シ ク� 

※徳島税務署から，所得税の納税相談について案内を受けてい

れ
る
人
は
「
登
記
簿
謄
本
」
「
住

六
|
四
一

民
票
の
写
し
」
「
請
負
契
約
書
」

た
は
、
四
国
運
輸
局
徳
島
陸

「
金
融
機
関
が
発
行
す
る
借
入
金

連
支
局
(
宮 

八
八
六 

四

一
|
四
八

一
二
)
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

O

l

の
年
末
残
高
証
明
書
」

閉
そ
の
他
「
会
計
帳
簿
」

「
収
支
の

証
拠
書
類
」
等
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新春を寿ぐ松竹梅

図書館を飾る
 

軽
い
気
持
ち
で
始
め
た
の
で
、
最
初

は
と
ま
ど
い
ま
し
た
が
、
普
段
の
練

習
と
は
違

っ
た
意
味
で
い
ろ
い
ろ
学

ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
け
る
場
所

や
花
器
と
の
調
和
、
会
場
で
生
け
る

と
ま
た
感
じ
が
変
わ

っ
て
き
ま
す
。

そ
の
時
の
心
の
状
態
で
も
生
け
方
が

左
右
さ
れ
ま
す
。
も
と
も
と
不
器
用

1/1011 2

H

』。

宇
品
?
し 

-F

芸術祭第 会場・

な
の
で
、
今
年
も
先
生
に
ご
面
倒
を

お
か
け
し
な
が
ら
何
と
か
生
け
る
こ

と
が
で
き
、
ほ

っ
と
し
て
い
ま
す
。

生
け
花
を
始
め
て
、
改
め
て
勝
浦

は
何
と
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
か

を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。身
の
回
り
に
、

今
ま
で
見
過
ご
し
て
い
た
素
材
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
枝
や
葉
を
整
理

し
て
み
る
と
、
見
違
え
る
よ
う
に
変

身
、
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
生

け
花
の
奥
の
深
さ
を
感
じ
ま
す
。

他
の
方
々
の
作
品
を
見
せ
て
い
た

だ
く
の
も
大
変
刺
激
に
な
る
し
、
芸

術
祭
を
通
し
、
多
く
の
方
々
と
ふ
れ

あ
い
、
新
し
い
人
間
関
係
を
築
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な

っ

た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

芸
術
祭
に
参
加
し
て

嵯
峨
御
流

中
村

智
子

新
春
を
迎
え
、
今
年
も
芸
術
祭
が

開
催
さ
れ
、
私
は
生
け
花
部
門
で
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
家
で

少
し
生
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と

大
胆
細
心

嵯
峨
御
流

岡
本

弘
子

凍
と
し
た
空
気
の
中
で
、
厳
か
に

か
す
か
な
緊
張
を
持

っ
て
生
け
る
花
。

そ
ん
な
風
に
憧
れ
て
始
め
た
花
で
し

た
が
、
花
展
と
も
な
る
と
、
お
師
匠

さ
ん
の
小
さ
な
体
に
は
パ
ワ 

み
な

ぎ
り
、
五
メ
ー
ト
ル
も
の
青
竹
や
古

梅
の
大
木
と
格
闘
す
る
姿
は
、
ま
さ

し
く
『
大
胆
細
心
』。

枝
先
ま
で
、

一

枚
の
葉
ま
で
の
繊
細
さ
と
、

エ
イ
ヤ

ッ
と
生
け
る
創
造
性
。
性
格
上
、
ρ

細

心 

さ
に
は
ま
だ
ま
だ
私
は
道
ほ
ど

遠
く
、
し
い

て
言
う
な
ら

『大
胆
不

敵
』
と
い
う
と
こ
ろ
。

し
な
や
か
な
感
性
と
柔
軟
な
発
想

を
目
指
し
、
年
々
、
少
し
づ
つ
で
も

成
長
し
た
姿
を
ご
披
露
で
き
る
よ
う
、

お
師
匠
さ
ん
の
指
導
の
下
、
日
々
、

精
進
の
気
持
ち
で
す
。

芸
術
祭
に
出
品
し
て

未
生
流

新
居

虞
子

私
た
ち
会
員
は
、
高
田
弘
子
先
生


ご
指
導
の
も
と
、l
毎
月
二
回
楽
し
く


学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。


今
回
の
芸
術
祭
も
例
年
の
ご
と
く

l

出
品
作
品
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
が


行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は

一
人
づ
っ


生
け
た
の
で
、
「
今
年
は

ψ
し
趣
向
を


変
え
て
正
月
ム 

ド
を
生
け
て
み
よ


う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。


十
二
月
最
後
の
練
習
日
に
素
案
を

練
り
、
正
月
明
け
に
集
ま
り
準
備
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。
正
月
イ
メ
ー

ジ
を
出
す
た
め
の
メ
イ

ン
と
し
て
、

昔
は
各
家
庭
で
飾
ら
れ
て
い
た
「
お

た
な
飾
り
」
「
鏡
も
ち
」
を
作
り
ま
し

た
。
準
備
の
日
、
和
気
合
い
合
い
の

も
と
、
ふ
や
き
菓
子
等
飾
り
物
の
準

備
、
松
の
枝
な
ど
の
花
材
を
取
り
に

行
き
、
サ
ブ
飾
り
も
小
び
ん
を
た
く

さ
ん
使
い
、
今
ま
で
と
ち
が

っ
た
イ

メ
ー
ジ
で
、
春
ら
し
さ
も
出
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。

会
員
の
感
想
と
し
て
、
鏡
も
ち
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
、

マ
ー
ガ
レ

ッ

ト
の
花
で
二
段
重
ね
の
も
ち
を
作
り
、

そ
の
上
に
だ
い
だ
い
の
実
を
重
ね
た

作
品
が
よ
か

っ
た
、
と
い
う
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

日
頃
の
練
習
成
果
を
生
か
せ
る
と

同
時
に
、
会
員
相
互
の
コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ
ョ
ン
も
図
ら
れ
る
こ
の
機
会
を

大
切
に
し
、
ま
た
今
年

一
年
練
習
を

積
み
な
が
ら
、
来
年
も
よ
い
作
品 
つ

く
り
が
で
き
る
よ
う
、
努
力
を
し
て e

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

回

今
回
花
を
生
け
て

花
道
大
景
流

山
下

征
子

芸
術
祭
出
品
は
、
私
た
ち
生
徒
に

と
っ
て
山
に
入

っ
て
自
分
た
ち
の
イ

メ
ー
ジ
で
出
品
で
き
る
展
覧
会
で
す
。

私
は
い
ま
ま
で
の
展
覧
会
を
見
て
、

二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
の
花
を
持

っ
て
い

一
つ
は
か
ず
ら
で
生
け
る
の
で
す


が
、
入
れ
て
見
て
ど
う
し
て
も
主
が


イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に
な
ら
ず
、
断
念


し
て
も
う

一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る


今
回
の
生
け
花
に
な
り
ま
し
た
。


枝
が
閉
じ
方
向
に
風
が
な
び
く
よ

う
な
良
い
枝
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

線
が
細
か

っ
た
の
で
赤
い
実
を
巻
き

つ
け
、
枝
の
じ
ゃ
ま
に
な
ら
な
い
よ

う
に
花
を
短
か
く
入
れ
て
み
ま
し
た
。

下
の
葉
が
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
と
ち

が
い
、
い
ろ
い
ろ
入
れ
替
え
ま
し
た

MUS04
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が
、
大
小
の
シ
ャ
ガ
の
葉
に
決
め
ま

し
た
。

今
ま
で
生
け
た
中
で

一
番
心
に
残

る
作
品
で
す
。
私
の
体
形
と
は
、
ず
い

ぶ
ん
違
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

一

生
花
と
い

っ
し
ょ
に
暮
し
て
い
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
先
生
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

初
春
の
生
け
花

未
生
流

松
下

節
子

芸
術
祭
参
加
の
た
め
に
、
今
年
も

未
生
流
を
習

っ
て
い
る
仲
間
た
ち
と

花
材
を
探
し
て
山
へ
行

っ
て
き
ま
し

た
。
あ
の
枝
、
が
欲
し
い
け
ど
、
残

っ

た
枝
が
少
な
く
な
り
枯
れ
た
ら
困
る

し
、
来
年
も
ま
た
来
た
い
の
で
、
こ

ち
ら
に
し
よ
う
か
と
か
、
苔
も
使
い

行
事
と
休
館
日

た
い
の
で
残
し
な
が
ら
集
め
て
き
ま

し
た
。

お
は
な
し
会

(
紙
芝
居
) 

図
書
館
で
生
け
る
時
も
、
自
然
の

日
(
日
)


感
じ
を
出
し
な
が
ら
穏
や
か
に
美
し

午
後
2
時
か
ら


く
、
観
に
来
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の

内
容
は
お
た
の
し
み
に


足
を
止
め
、
気
持
ち
を
和
ら
げ
ら
れ

女
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日


る
と
う
れ
し
い
と
思
い
つ
つ
全
員
で

ロ
日
・
お
日


仕
上
げ
ま
し
た
。

*
休
館
日 

日
・お
日

-
日


4
6
、 

、 

、齢 

ぞ 
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d
y
e
-
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非

で
い

回

勝浦町大工組合から 交通事故相談日 

日 時 2月25日制午前  10時から午後 4時まで

大工さんの日当 19，000円 (受付時間午後 3時まで)

場 所 小松島中央会館
平成10年の勝浦町の大工の 日当は  小松島市松島町5-6ft08853-2-2030 

19.000円 となっております。 相談員 藤本浩

みなさまのご理解とご協力をよろしく お問い合わせ 交通事故相談所

徳島県庁 1階 包0886-21-3200
お願いいたします。

※お気軽にご相談ください。

間総白窃@自問@由意思ヘ

-特別弔慰金の請求手続きはお済みですか?

特
別
弔
慰
金
の
請
求
手
続
き
は
も

う
お
済
み
で
す
か
。
ま
だ
請
求
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
平
成
十
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
請
求
し
な
い
と
無
効

に
な
り
ま
す
。

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、
戦
没

者
等
の
遺
族
の
う
ち
、
平
成
七
年
四

月

一
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺

族
年
金
等
の
受
給
権
を
有
す
る
遺
族

が
い
な
い
方
に
特
別
弔
慰
金
と
し
て

額
面
四
十
万
円
、
十
年
償
還
の
国
債

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
次
の
方
な
ど
が
支
給
対

象
と
な
り
ま
す
。

一
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

方
。

二

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

方
が
、
平
成
七
年
四
月
一
日
に
い

な
い
と
き
は
、
そ
の
他
の
先
順
位

の
遺
族
の
方
。

※
請
求
手
続
き
等
詳
し
く
は
、
住
民

福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

L二、
守ります地域の安全110番 

「いつ どこで何があったのか』を

はっきりと

るこすりたつましれ切

ままた入れを原れ 電孟

で

す
。
らば

い

者

そ

と

り

で

番

合

し

で

ン

た

報

。
い

。

九

通

す

な

す

誌

が

ま

い

ま

確

官

り

て

り

イ

察

あ

つ
あ

い

警

が

入

が

つ

'

と

が

と

バ

は

こ

源

こ

認

に

す

電

る

ザ

合

直

の

困

防

場

け

機

す

酔

る

か

話

き

日
間
あ
を
電
で

岬

が

話

い

が

困

し

」

い

対

線

タ

番

や

と

叩

聞

に

回

ボ

談

ン

旧

る

ど

。
ン

)

い

相

イ

仲

す

な

す

ホ

プ

O悶円は中

一
さ

い

ラ

「

関

事

ま

な

ス

ル

に

談

し

し

パ

ヤ

許

相

応

要

イ

イ

免

な

対

プ

事り

ユ

一
だ

シ

ヤ
く

ツ
シ

て

(

し

を

パ

ダ 

困

急

る

用

す

い

員

番

。
を

緊

け

専

ま

ろ

談

」

す

号

か

は

付
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通

て

'

の

引

き

て

hv

ろ

が

は

非

押

o

中

ま

し

途

り

後

'
あ

話

た

と-携帯電話から 110番するときは

平成 8年中の 110番通報件数は約620

相詣

察

受

共

け

や

門

り

が

通

で

日

と

電

際

話 

.

警

を

国

設

せ

専

「

用

続

こ

へ

の

通

事

全

を

わ

て

利

に

hv
万件。 5.1秒に 1件の割合で110通報が

あったことになります。最近は携帯電

話からの通報が増えています。携帯電

話でかけるときは，次の点に注意しま

しょう 。 
bまず携帯電話からの通報である こと

を伝える

県境や半島などでは，管轄区域外の

通信指令室に 110番がつながることがあ

ります。 

b現場を離れない

付近の地理が明らかでないとき警察

官が現場に着くまで時聞がかかつてし

まうことがあります。

じ移動しながら話さない

移動しながらの通話は，声が聞き取

りにくいうえ電波状態が不安定にな っ

MUS04
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【捨てるごみでも生かせば資源】l
2月あき缶(アルミ缶・スチール缶)回収日程表

も
指
定
ご
み
袋
を
四
種
類
か
ら
六
種
類
に
増
や
し
、
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

ブ
ル
!
の
袋
は
、
燃
え
る
ご
み

ピ
ン
ク
の
袋
は
、
ビ
ニ
ー
ル
系
の
ご
み

透
明
袋
に
緑
色
の
字
の
袋
は
、

ア
ル
ミ
缶
類
の
ご
み

透
明
袋
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
字
の
袋
は
、

ス
チ
ー
ル
缶
類
の
ご
み

透
明
袋
に
青
色
の
字
の
袋
は
、

ピ
ン
・
ガ
ラ
ス
の
ご
み

透
明
袋
に
黒
色
の
字
の
袋
は
、

そ
の
他
金
属
類
の
ご
み

ア
ル
ミ
缶

・
ス
チ
ー
ル
缶
は
、

必
ず
水
で
洗
っ
て
指
定
の
袋
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ピ
ン

・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
、

キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
必
ず
水
で
洗
っ
て
指
定
の

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

*
ア
ル
ミ
缶

・
ス
チ
ー
ル
缶

・
ピ
ン
等
は
水
で
洗
う
こ
と
で
ご
み
ス
テ 

平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
よ
り
勝
浦
町

守
っ
て
く
だ
さ
い
ノ
ご
み
の
出
し
方


回収日 地 区 土易 所

第

月

曜

日

(2日)

石原

沼江�  

掛谷

山西�  

中 角

ク

桜 建 ニ両又凡 事 務 所

7召 江 集� izkz 所

推ト AEコ 集� izkz 所 目。

J A生 比 奈支所保冷庫前
(果樹試験場上り口)

農 キす 婦 人 の 家� 

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第

月
曜
日� 

(9日)

今山

黒岩

星谷

中 山

今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口 ( 小 屋 の 横 )

川口幸ーさん宅の貯蔵庫前

消 防 至ロ士口 所 横

第

月

曜

日

(16日)

生名

ク

久国

棚野

。
イシ

東 キホ 庵

島豆腐屋 さ ん前

久 国 集� dzkz 所 裏

河川敷ゲートボール場横

パチンコ庖前道路南側�  

大 井� tJl{ 碑 の 目IJ

第

四

月

曜

日

(23日)

横瀬

。
ペシ

イシ

イシ

与川内� 

坂本�  

イシ

前� )11 集� izkz 所

花棚 宗ーさん宅東

広瀬清 さ ん宅東

小 倉 新平さん宅前 三 叉路

|日 農 協I 島忠 地

J A 与川内出張所�  

J A 坂本事業所横

?自 防 圭ロ士ロ 所 横� 

*
リ
タ 

ナ
ブ
ル
び
ん 

(ピ 

l

l

ん
・
一
升
び
ん

・
牛
乳
び
ん
)
は
、

販
売
庖
に
返
却
し
ま
し
ょ
う
。 

極
的
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
と
し
て
の

活
用
の
増
大
が
図
ら
れ
ま
す
。
積

ン
等
か
ら
の
悪
臭
の
発
生
を
抑
制

迷
惑
に
な
ら
な


小
松
島
保
健
所
へ
宮 

八
八
五
三
)
二
|
一
二
三
五

(
O

正
し
い
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

不用犬の

引き取り回
 

犬の放し飼いは

やめましょう。� 

2 月� 4日(水)

2 月� 18日体)

モミNY魂� 

乎もe

犬
の
飼
い
方
を


※登録している犬の場合は，

鑑札の返還と手続きに印

放し飼いや鎗て犬は社会の迷惑になります。 11 鑑が必要です。
動物は愛情と責任を持って生涯大切に飼いましょう。
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海
洋
汚
染
・
・・

O

が
あ
る
。

合
併
浄
化
槽

・・・・
・・

〔地球環境問題と下水道〕


現在，地球環境問題は新聞， テレビなどで様々に報

道されています。

主な問題としては，①地球の温暖化 ②オゾン層の

破壊 ③海洋汚染 ④熱帯林の減少 ⑤砂漠化・土壌

侵食 ⑥野生生物種の減少 ⑦酸性雨 ③有害廃棄物

の越境移動などがあります。これらの問題は各国だけ

の規制や対策だけでなく，国際協力により解決しなけ

ればならなくな っており，わが国においても昨年12月

に地球温暖化防止京都会議が行われました。

地球環境問題の原因として，地球の人口増加や経済

発展と密接な関係があり，それらと両立させながら解

決しなければならないことが，より解決を難しくして

います。

このような地球環境の悪化は，水にも大きく影響し

ています。生活のなかで使う水は，河川や地下水を源

としており，自然の中を循環して浄化されています。

しかし，近年の水の汚染は，自然の浄化の能力を超え

ており，浄化していた山林，原野，小川などの自然も

開発により減少しています。

また，異常気象から渇水や豪雨などが繰り返し発生

しており，安定した水資源の供給だけでなく，節水や

汚水浄化後の再利用なども考えることが必要とな って

います。

下水道，合併浄化槽などの整備は，生活環境の改善

だけでなく，水の汚濁防止や自然の再生，野生生物の

保護など多くの効果を得ることができます。

このように，環境への負荷の少ない生活に切り替え

ることは，汚水の浄化を進めることになります。各個

人が水のムダ使いや汚さない工夫を実行していくこと

が，大切なことと言えます。

食
用
語
説
明

吸
収
し
て
宇
宙
空
間
へ
逃
げ
る
の
を
妨
げ

紫
外
線
を
吸
収
し
生
物
の
生
存
、
安
全
に

。
地
球
の
温
暖
化
:
:
:
二
酸
化
炭
素
な
ど

る
た
め
に
気
温
の
上
昇
を
も
た
ら
す
。 

役
立
っ
て
い
る
。
フ
ロ
ン
ガ
ス
が
成
層
圏

の
温
室
効
果
ガ
ス
が
、
太
陽
光
を
容
易
に

オ
ソ
ン
層
の
破
壊
・ 
:
・:
成
層
圏
に
分
布

の
強
い
紫
外
線
で
分
解
す
る
時
の
塩
素
放

透
過
さ
せ
る
が
、
地
表
か
ら
の
赤
外
線
を

す
る
オ
ゾ
ン
は
、
太
陽
放
射
中
の
有
害
な

出
に
よ
り
オ
ゾ
ン
を
分
解
し
て
い
る
た
め

に
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
生
物
へ
の
悪
影
響

が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

・
・
-
人
間
活
動
に
伴
う
栄
養

塩
類
、
有
害
物
質
の
流
入
、
廃
棄
物
の
海

洋
投
棄
な
ど
の
汚
濁
が
増
大
し
、
海
洋
生

態
系
の
破
壊
や
地
函
、
気
圏
と
の
相
互
作

用
に
よ
る
地
球
全
体
へ
の
影
響
が
あ
る
。 

熱
帯
林
の
減
少
:
:
:
熱
帯
林
は
、
二
酸

化
炭
素
の
吸
収
・
保
持
、
気
候
の
緩
和
、

治
山
、
治
水
、
動
物
種
の
宝
庫
な
ど
の
多

面
的
な
機
能
が
あ
る
が
、
近
年
の
木
材
伐

採
、
農
地
な
ど
へ
の
開
発
の
た
め
に
激
減

し
て
い
る
。

砂
漠
化
・
土
壌
侵
食
化
:
:
:
気
候
の
変

動
、
過
放
牧
、
過
耕
作
、
過
伐
採
に
よ
る

土
地
生
産
力
の
低
下
で
、
年
間
六
百
万
か

進
行
し
て
い
る
。

野
生
生
物
種
の
減
少
・
・
・
・
・
・
開
発
な
ど
に

よ
る
生
息
地
の
破
壕
や
変
化
か
ら
現
在
五

百
万
種
の
約
一
割
の
五
十
万
種
が
二
千
年

ま
で
に
絶
滅
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

殴
性
雨

有
害
廃
棄
物
の
越
境
移
動
・
・
・
・
・
・
先
進
国


で
発
生
し
た
有
害
廃
棄
物
が
自
国
内
で
処


理
さ
れ
ず
国
境
を
越
え
て
投
棄
、
処
分
さ


れ
る
こ
と
。
特
に
発
展
途
上
国
へ
持
ち
こ


ま
れ
る
な
ど
の
南
北
問
題
と
密
接
な
関
連


し
尿
と
生
活
雑
排
水

を
処
理
す
る
施
設
で
個
人
で
設
置
管
理
す

る
も
の
。

O O O O O O O

:
:
:
P
H

温室効果・オゾン層の破尊重� 

b 
d 

温室効果・オゾン層の破嬢� 

O 

が
五

・
六
以
下
の
雨

を
酸
性
雨
と
い
い
、
原
因
は
自
動
車
、
工

場
の
排
ガ
ス
な
ど
の
硫
黄
酸
化
物
が
大
気

中
で
酸
化
さ
れ
、
硫
酸
、
硝
酸
と
な
り
、

建
物
や
森
林
の
被
害
、
井
戸
、
湖
沼
水
が

酸
性
化
す
る
。 

固

MUS04
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2
月
l
日
1
7日

c
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回 =E EE
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2月の保健行事	 お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

日

3 

10 

13 

17 

20 

24 

25 

26 

日程 内� n合"'" 

火 母と子の健康教室�  

火 母と子の健康教室�  

金 棚野愛育班結成10周年記念事業� 

火 健 康 中目 きログJ/叉4 

金� 1歳� 6か月児健康診査� 

火� f遣 康 キ目 圭ログ1.<叉� 

水 健 康 中目 E炎� 

木 健 康 キ目 言炎� 

離乳食講習会�  

時 間

9 :30~ 1 4:00 

9 :30~14:00 

13:30~ 

13:30~15 : 00 

13:30~ 14:00 

13:30~15:00 

1 3 : 30~15:00 

13:30~15 : 00 

13 : 00~13 : 45 . 

場 所

中 山 集会所

掛谷集会所

棚野集会所

沼江集会所

勝浦病院

山西集会所

坂本集会所

今山ふれあい
交流館

農村環境改善

センター�  

女す 象 者

幼 児 と 保 護 者 及 び 家 族 �  

幼児と保護者及び家族�  

棚 里子 区 民� 

一 般 住 民

平成�  8年� 7月� 1日から� 8月
31日までに生まれた子� 

自主 住 民

自主 住 民

一 自主 住 民

平成� 9年� 6月� 1日から� 11月� 

30日までに生まれた子

持参するもの
など� 

健康手帳�  

母子健康手帳� 

健康手帳�  

健康手 帳 �  

健康手 帳

母子健康手帳27 金
乳児健康診査�  1 4 : 00~ 14 : 30 

一

今
年
、
健
康
診
査
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

白
な
判
定
を
受
け
ま
し
た
か
。 

健
診
を
受
け
る
の
は
、
積
極
的
な
健
康
管
理
の
第
一

歩
で
す
。
こ
の
機
会
を
ム
ダ
に
せ
ず
健
診
の
結
果
を
生

中
か
し
て
悪
い
習
慣
が
あ
っ
た
ら
改
め
、
健
康
生
活
に
結

目
び
つ
け
ま
し
ょ
う
。

中
が
原
則
で
す
。
し
か
し
現
代
の
食
の
パ
タ
ー
ン
は
、
基

一
本
と
は
だ
い
ぶ
か
け
は
な
れ
て
い
て
、
健
康
に
さ
ま
ざ 

戸

ま
た
健
診
の
結
果
、
精
密
検
査
が
必
要
と
言
わ
れ
た

一
人
は
、
必
ず
医
療
機
関
で
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

-
ー女
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
を
し
よ
う
グ
「
食
生
活
」 

ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
問
題
点
と
対

策
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

「休養J 庁
生
活
習
慣
病
予
防
週
間


食
生
活
の
基
本
は
、
「
規
則
正
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
」

d心のゆとりをるとうグ


そ
の
日
の
疲
れ
を

翌
日
に
持
ち
込
さ
な

い
よ
う
に
、
時
間
の

使
い
方
を
工
夫
し
、

入
浴
や
睡
眠
な
ど
で

肉
体
的
疲
労
を
と
り

ま
し
ょ
う
。
ま
た
意

欲
的
に
仕
事
に
と
り

組
ん
で
、
休
日
に
は

十
分
に
休
養
を
と
る

と
い
っ
た
よ
う
な
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活

が
と
て
も
重
要
で
す
。

よ
い
仕
事
を
す
る
た

め
に
は
、
か
ら
だ
の

休
養
は
欠
か
せ
ま
せ

ん。

ど
の
よ
う

食生活の問題点とその対策� 

食のスタイル 問 題 点 ワンポイント対策

外 食
高カロリー，高塩分

単晶による野菜不足

せめて，� 1食1<:とどめましょう� 
摂るときは牛乳などの乳製品や

野菜ジユースなどをプラス。

半調理品

(レトル卜食

夜 食

昂� )

保存料，着色料

肥満

カロリ一過多

栄養のかたより

手作り料理たとえば野菜の煮物，

スープ，妙めもの主主どを。� 

10時以降.食べ物は口1<:しない
ょう心がけましょう。食べても，

芋や牛乳，クッキー+くだもの

などを少量。

間 食
お菓子1<:よる糖質.

脂質のカロリ一週多

なるべく手づくりの低カロリー

のものを摂るようにしましょう� 

朝食抜き
疲労感，貧血.集中

力減退

スープ.野菜ジュース1牛乳など，
ます飲み物から始めましょう。

〈ぐっすり眠り，すっきり目覚める法〉

・規則正しい生活.からだのリ	 -午後からコーヒー.紅茶芯ど
ズムを整える はほどほどに

・ぬるめのお湯に長時間の入浴 ・ストレスの解消を図る
・日中に汗ばむ程度の運動 ・肌着は清潔を保つ
・鎮静作用のある香り(ラベン	 ・肥満は睡眠を浅くする
ダー.カモミール， レモンな ・保温性.クッション性，肌ざわ
ど)を利用 り，軽さ，大きさのある寝具を

・少量のアルコールも効果的 ・大きめで着心地のよい寝巻を
・夕食は食べ過ぎない 使用

・ 食べてから眠るまで 3~4 時 ・睡眠時は適度主主陪さを保つ
聞とる ・寝室の温度，湿度にも配慮

MUS04
テキストボックス
みんなの健康



I 

病気になる前に予防接種をグ

保

ジフテリア，破傷風

二種混合

ジフテリア(j:飛ま� 

つ感染でおこり，破

-R
健

11

定


よ

鑑 り


。
λ

回

、

固

傷風は傷口から菌が

伝
染
病
予
防
の
た
め
町
内
医
療
機
関
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
予
防
接

種
を
行
い
ま
す
。

予
防
接
種
説
明
書
、
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
予
防
接
種
券
等
を
確

認
の
上
、
定
期
接
種
の
期
間
内
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
接
種
を
受
け
る
場
合
は
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
医
療
機

関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
任
意
接
種
と
な
っ
た
場
合
は
、
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
(
麻
し
ん
六

千
円
、
百
日
咳

・
ジ
フ
テ
リ
ア

・
破
傷
風
三
種
混
合
五
千
五
百
円
、

ジ

から菌が体内へ入り
病 状

おこる病気で，重症

{じすることがありま

す。

l期初回…� 3回接種� 

生後� 3月u上90月

百日咳・ジフテリア

破傷風三種混合~ 
百日咳，ジフテリ

7(ま飛まつ感染でお

こり，破傷風は傷口

月以上の間隔をお

いて接種)

平成� 10年� 2月末固まで委託期間

麻 し ん

麻しんウイルスの

飛まつ感染によって

おこる病気で，発熱

発しんを主症状とし

合併症として気管支

炎や中耳炎，脳炎な

どをおこすことがあ

ります。� 

l回接種� 

生後12月以上90月

体内ヘ入りおこる病

気で重症化すること

があります。

・12歳

百日咳，ジフテリア，

関
窓
口
へ
直
接
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場

・
環
境
衛
生
課

フ
テ
リ
ア

・
破
傷
風
二
種
混
合
四
千
五
百
円
と
な
り
ま
す
の
で
医
療
機

未満未満 破傷風� 3種混合の� 2

対象年ti 
l期追加…l回接種 期として� l回接種� 

(定期緩種)
生後� 3月以上90月

未満(1期初回接

種3回終了後� 6か

2，0∞円

料銀 料料 金 (医療機関窓口へ支

払ってください。)

赤岩医院・山西医院 ・勝浦病院医療健闘

一

保
健
婦
へ 

(
宮
二
|
二
五
一
一
)

平
成
八
年
末
か
ら
昨

年
二
月
ご
ろ
に
か
け
て
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
疾

患
が
流
行
し
、
社
会
的

な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
冬
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え
、

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
や
、

日
常
生
活
に
お
け
る
予

防
対
策
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

インフルエンザを予防しよう?


イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス

(
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
)
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
い
る
人

の
鼻
や
の
ど
に
付
着
し
て
い
ま
す
。
そ

の
人
が
咳
な
ど
を
す
る
と
、
空
気
中
に

小
さ
な
し
ぶ
き
の
よ
う
に
漂
い
、
他
の

人
に
感
染
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、
急

激
な
発
熱
や
頭
痛
、
腰
痛
や
筋
肉
痛
、

体
の
だ
る
さ
等
全
身
に
症
状
が
現
わ
れ

ま
す
。
併
せ
て
鼻
水
、
咳
、
の
ど
の
痛

み
と
い
っ
た
局
所
的
な
症
状
も
出
ま
す
。

*
高
齢
者
は
重
病
に
な
る
恐
れ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
数
日
で
治
り
ま
す
。
し
か
し
、
単

な
る
風
邪
と
は
違
う
重
要
な
病
気
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
特

に
、
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
(
心
疾
患
、

肺
疾
患
、
腎
疾
患
)
の
症
状
の
あ
る
人

は
重
症
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
肺
炎
な

ど
の
合
併
症
を
起
こ
し
て
ま
れ
に
死
亡

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

*カゼとインフル工ンザの区別の目安

普通感冒 インフル工ンザ

発病の状態

寒� It 

ゆっくり起こる

軽い

急激に手掛し，全身症状を伴う

強し1寒け

熱 比較的に低い� 38度~39度の高熱が続く

頭 痛 軽い 強い

蹄，関繍 あっても軽い 強く痛む

ぜき鼻水 最初からある� 1~2 日たってから

倦怠感 軽い 強い

肺炎合併症 幼児や老人以外はまれ 肺炎になる率が高い

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
対
策
と

し
て
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
'7
。

①
帰
宅
時
の
手
洗
い
と
う
が
い
を
す

②
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る
。

③
人
混
み
を
避
け
る
。

④
室
内
の
乾
燥
に
気
を
つ
け
る
。

⑤
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

⑥
高
齢
者
な
ど
は

長
引
く
と
肺
炎

等
の
重
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
、
風
邪
の
症
状
が
で
れ
ば
早

め
に
医
師
の
診
察
を
受
け
る
。

⑦
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
受
け
る
。

(
イ
ン
フ

ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
は
、
町
で
は
実
施
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
か
か
り
つ
け
医
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
)

MUS04
テキストボックス
病気になる前に予防接種を

MUS04
テキストボックス
保健婦だより
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国
民
年
金
に
は

み
ん
な
が

加
入
す
る
ん
で
す
か
?

エ
と
っ
た
よ

た
と
え
ば

家
の
商
売
を

手
伝
っ
て
い
る

ケ
ン
イ
チ
も 

"-------.._ -

ヨ
シ
オ
や
エ
ミ
コ

み
た
い
な

学
生
も
だ

国民年金に加入するのはどんな人

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

一
当

い
な
い
人
。
学
生
、
農
林
漁
業
、

L
}

商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
自

』
'
C

営
業
の
人
と
、
そ
の
家
族
。

a

厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
人
。

会
社
員
、
公
務
員
な
ど

パ，

の
人
。

第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
で
、
加
歳
以
上

印
歳
未
満
の
人
。
(被
扶
養
家
族

芳

で
も
、
配
偶
者
で
な
い
人
は
、

加
入
す
る
人
は

3
種
類

-
第 
1
号
被
保
険
者 

1
4
7

乃

加
歳
以
上
印
歳
未
満
で
、
厚
生 

FJ 

f
wh司

昨
品
川

・
第 
2
号
被
保
険
者 

・
第 
3
号
被
保
険
者 

〆'祖
タ
ル
夙 

第
1
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
) 

次
町
、

一 

任
意
加
入
者

高
齢
任
意
加
入
の
特
例

昭
和
初
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し

て
い
な
い
人
は
、
日
歳
以
上
叩

歳
未
満
の
期
間
に
つ
い
て
も
任

意
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

加
入
か
ら
受
鎗
ま
で
の
し
く
み

1

£
思
マ・
 

4 
f
1


引

障害基礎年金� /遺族基礎年金

※病気やケガで障害を受けたり、亡くなったとき

¥〈⑨



ら 
ν

¥

J

1

初
歳
以
上 

ω歳
未
満
で
も
、
例
外
的
に
次
の
人

た
ち
は
強
制
加
入
で
な
く
、
自
分
の
希
望
で
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
(
第 
1
号
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
)

①
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る

ω歳
未
満
の
人
で
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
か
ら
老
齢
年
金
や
退
職

年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
。

②
海
外
に
在
住
し
て
い
る
加
歳
以
上
印
歳
未
満
の

日
本
人
。

③
印
歳
ま
で
に
お
年
間
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た

し
て
い
な
い
人
、
ま
た
は
満
額
で
年
金
が
支
給

さ
れ
な
い
人
は
臼
歳
に
な
る
ま
で
引
き
続
き
加

入
で
き
る
。

、.，

回

強制加入期間

-加入25年で老齢基後年金の←→ ・20織になったら

受給資格を満たします� E 国民の全員加日

(老齢基礎…額受給する 入…20 !i1.J'060歳まで) (一入)
の40年間加入が原則



固

い加国同 円!入共厚 な厚

る入民時 つ済生 い生

んし年に て 組 年 ん年

Tごて 金 い 合 金 で金

よ るにや すじ
も 人 ヵ、や

も 。

厚生年金や
共済組合加入者

み
ー
ん
な

入
っ
て
る
ん
だ 
l
y

、、、
‘

⑦。
私
も
入
っ
て
る

の
よ
/

厚生年金や
共済組合加入者の
被扶養配偶者

第3号
被保険者� 

回

• 

民 隼 金
シリーズ②

会で
社も
員先�  
で輩
しは
よ

:~l 家族経営協定を締結して夫婦で加入した後に，

事情があ って協定の一部を修正することとなり

ました。この場合も農業委員会等に届け出て，加入資

格の確認を行う必要があるのでしょうか。

軍司� 1.協定内容の変更により，事業を行う者と認

圃固 められるための� 3つの必要事項のいずれかが欠

落したような場合には，当該配偶者は，協定変更の

時点、で事業を行う者でなくなったこととなり，被保

険者資格を喪失することとなります。

このような場合には，そのまま保険料を納め続け

ても無資格の加入となってしまいます。� 

2.したがって，協定内容を変更する場合には，農業


者年金の資格管理に誤りの生じないよう，農業委員


会等に相談して，被保険者資格の再確認を行っても


らうのが適当と考えます。

農地はすべて夫の名義ですが，妻の私がその

E一部を専ら任されて夫とは別の農作物を生産し

ており ，実体上は別々の事業を行っているような状態

にあります。それでも，家族経営協定を締結すれば，

夫とともに農業経営を行う経営者として加入できるの

でしょうか。

・� 

(勝浦町農業委員会)

国 1
 農業者年金加入者の配偶者で権利名義を有し

ない者については，事業を行う者であること等一

定の要件を満たす場合には加入資格カf認められます。

あなたのように，妻が農地の一部を専ら任されて

いるような場合でも，農薬，肥料，農業機械等は共

同で購入 ・使用しているのが普通であり ，事業全体

としては夫婦が共同で、担っていると考えられます。

従って，所要の内容を盛り込んだ家族経営協定を締

結して，夫とともに農業経営を営んでいることが確

認されれば，加入資格が得られます。例えば，夫婦

協議の上，農作業，経営部門等を分担し，それに応

じた収益分配を行うこととし，その旨の家族経営協

定を締結すれば，加入できることとなります。� 

2.なお，あなたのように，実態上は夫と独立して

農業経営を営んでいるような場合でも，あなたに農

地の権利名義がない場合には，夫婦が同時に経営移

譲しなければなりません。

したがって，あなた自身の農業経営の確立と農業

者年金上の経営者としての地位の明確化を図る観点

からは，当該農地等の使用収益権を妻に設定し ，そ

の妻が単独の経営主として加入資格を取得すること

が望ましいと考えます。

MUS04
テキストボックス
国民年金
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園

[Umlを支える儲鴎Gll
国保に加入すると，保険税を納めていただきます。納めていただいた保険税は，国や

都道府県，市町村かうの補助と合わせて みなさんが病気やケガをしたときの医療費な

どに充てられます。つまり，保険税は，国保を運営するための重要な財源なのです。

..竺j保署険税税.肢l -義務(保険税の納付)あっての権利(医療給付)

他の市区町村力か、ら転入した場合� 保険税は国保の大切な財源
ψ です。保険税を納めない人が


その日から国保の資格と保険税の納付義務が発生 いると.きちんと納めている


他の健康保険を脱退した場合� 人との負担の公平さを欠くだ

φ けでなく，医療費の支払いに


その日かう国保の資格と保険税の納付義務が発生 支障をきたします。医療を受


・途中で加入・脱退した場合の保険税
けて医療費を使う前に，きち

んと保険税を納めましょう。

途中で加入した場合
 

+ 
加入した月かう月割で計算 特別な理由もなく長い間保険税を滞納すると

途中で脱退した場合� ・保険給付の全部または一部を差し止める場合があります。

φ ・保険証を返していただく場合があります。� .. 
脱退した月の前月までの分を月割で計算� 

1日30 ろLスc)� tl1~栄養を食品.，� s '~ ，� 
ヘIι乙ー弓イつきも1さら事

生活習慣病を予防し健康を維持する食生活の第一のポイント

は，栄養のバランスを考えて体に必要な栄養素を過不足なくと

ることです。そのためには� 1日30食品とることを目標にいろい 食生活指針

ろな食品をまんべんなく食べましょう。

く� 1 日30食品き@るコツ �  
固いろいろ食べて生活習慣病予防

6つの食品群をバランスよく組み合わせると，無理なく� 1日� 
四日常生活は食事と

l=.J運動のバランスで
30食品をとることができます。

固減塩で高血圧と胃がん予防
国主としてたんぱく質の� :第主としてビタミンCとミネ


6I川供給源 川|ラルの供給源 固脂肪減うして心臓病予防

っ� ;群;魚，肉.卵，大豆製晶など 群:その他の野菜，果物など


固生野菜，緑黄色野菜で 
のIr¥主としてカルシウムの 乙二五主として糖質性エネルギー
がん予防書� |同供給源 市|の供給源


器� |嗣牛乳乳製品.骨ごと食べ 品|米.パン，めん類，いも類
 固食物繊維で
目 ¥ノ られる魚花王ど ¥ノ など

爆l主としてカロチン(ビタミ 飼主として脂肪性エネルギー
便秘・大腸がん予防


川|ンA)の供給源 川|の供給源 庁lカルシウムを十分とって

群:緑黄色野菜芯ど 群;バター i由など� 一丈夫芯骨づくり 


上手な組み合わせ方
園甘い物はほどほどに

f j: ~ì (主菜  iI ( 副菜

I I包笠1J'S) l第� 1群+第 2群からJ L第3群+第� 4群かう
圏禁煙，節酒で健康長寿

I 

MUS04
テキストボックス
国保と医療費国保を支える保険税

MUS04
テキストボックス
食から始まるヘルシーライフ1日30食品　バランスのとれた栄養を
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管理を頼みたいのですが 浄化槽の清掃について
どこへ連絡すればいいか 教えてください

わかりません 浄化槽に流れ込んだ汚水は，沈殿 ・浮上とい った物

理作用と微生物の働きによる生物作用によ って処理さ

れますが，この過程で必ず汚泥やスカムとい ったもの

が生じます。これらがたまりすぎると浄化槽の機能に

支障をきたし，処理が不十分にな ったり，悪臭の原因

にな ったりします。そこでスカムや汚泥を槽外へ引き
知事の登録を受け� 

願
い
い
た
し
ま
す
。

• 

抜き，附属装置や機械類を洗浄したり，掃除すること

が必要です。

清掃とはこのような作業のことをいいますが争化

槽の維持管理の上で，とても重要な作業です。

※ス力ム……浄化槽上部に浮かぶ汚泥のこと。

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
よ
り
多
く
の
人
が
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
課
題
を
持
ち
寄
り
、

で
き
る
こ
と
か
ら
実
行
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
度
、
設
立
総
会

を
聞
く
と
共
に
、
「
森
と
海
と
人
と

1

勝
浦
川
流
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
い
ま
始

ま
る
」
と
題
し
て
、
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

浦
川
流
域
、
不

ッ
ト
ワ 

ク
」
の
結
成

l

る
や
か
な
連
携
を
つ
く
り
、
川
と
の

か
か
わ
り
を
考
え
て
い
こ
う
と
、
「
勝

勝
浦
川
で
も
、
流
域
の
人
々
の
ゆ

し
た
様
々
な
交
流
や
ま
ち
づ
く
り
の

関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
流
域
住
民
に
よ
る
川
を
通

勝
浦
町
救
急
患
者
輸
送
業
務
の
救
急
患
者
輸
送

車
は
、
当
分
の
間
休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

急
患
等
の
場
合
は
、
小
松
島
市
日
峯
タ
ク
シ

ー
の
救
急
患
者
輸
送
車
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

O

日
峯
タ
ク
シ
ー

宮 

八
八
五
三
|
三
|

一
一
一
一

で
す
。

救
急
患
者
輸
送
業
務
休
業
と

蕊
生
日
告
一
入
学 
3
3


代
行
す
る
救
急
患
者
輸
送
車
の
電
話
番
号
等
は
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お

代
行
業
務
の
お
知
ら
せ

「
勝
浦
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
い
ま
始
ま
る

日
時

平
成
十
年
二
月
二
十
二
日
間

午
前
十
時
1
十
二
時
設
立
総
会

各
自
で
昼
食
の
ご
用
意
を
・お
願
い
し
ま
す

午
後

一
時 
1
四
時
記
念
イ
ベ
ン
ト

場
所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

主
催

勝
浦
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

参
加
料

無
料

〈記
念
イ
ベ
ン
ト 
)
の
内
容

①
四
市
町
の
流
域
代
表
に
よ
る

「
流
域

・
夢
自
慢
」

②
記
念
講
演
「
森
は
海
の
恋
人
」

牡
輔
の
森
を
慕
う
会
代
表


畠

山

重

篤

氏


③
四
市
町
の
子
供
た
ち
に
よ
る

流
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ソ
ン
グ

勝浦町緑化キャンペーン


日
時

内すで�  の 会
いの配町 間場 種が多
たで布内 い所 子得く
し 早いの
まめた緑
すにし化

合
わ
せ

を ら の
役午 平 無れ住
場前 成 料る民

(
小
松
島
市
神
田
瀬
町
叩
の

の
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

〈連
絡
先
〉

勝
浦
川
流
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
準

備

会

代

表

田

中

由

宇

子

趣
旨
に
ご
賛
問
い
た
だ
け
る
方
々

。おまに 正十 十 でよの
越すご役面時 年 配う方
しが協場玄か 二 布にに
く、力産関ら 月 いす緑
だ数い業前午 十 たる化普
さにた諜 前 五 した�  
p 限だ 十 固 まめ及
まりけ
すがる
よご方
うざに

二
時
ま
で

す 、 啓
。苗発
木活
及 動

ごい無 び の
案ま料 花機
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呂

¥

小
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島
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大
字
棚
野
字
広
松
渡

お
誕
生
お
め
で
と
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v-
大
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坂
本

-

η
ふ
今

み

ど

り

¥

亮
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沼

江

森

康

之

/

長

女
-

れゆ
る

字
夫
婦

松

万

記

¥

也由
香
¥
あ
み
る


倉

越

修 

/
長
男
 

-

の
ぞ心

恵
美
子
¥
望

前

田

晋

一
/
長
女

山

本

裕

一
/
長
男

令
お
く
や
み
申
し
ま
す

歳
)

大
字
三
渓
字
上
川

原

武

田

恵

三
(
的
歳 
)

大
字
棚
野
字
山
蔭
寒
山

三
郎 
(
剖
歳
)

大
字
沼
江
{
子
山
路
山
西
忠
夫

歳
)

大
字
三
謹
子
平
西
川
キ
ミ
ヨ
(
侃
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大
字
三
窪
子
定
岡

青
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大
字
三
渓
字
僚

測

長

岡

茂

子 
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ロ
月
刊
日 
1
1

平C

増

田

昭

仁 

/
長
男 

-

こ
う

晃

代

¥

晃

井崎弁�  

康

博

享

子
貴

浩

阿
紀
子

「子どものなやみ・

子育て相談電話」開設

子どものいじめ，登校拒否や非行

は，大きな社会問題となっています。

これらの悩みを持つ子どもや保護

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

新 立
居石

登
さ
ん
(
坂
本
)

徹
さ
ん 

(横
瀬
)

ロ
月
刊
日 
1
1
月
同
日

善

意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

勝浦町臨時職員募集

勝浦町では， 一時的に臨時職員

を必要とする場合に対応するため，

次により募集します。

1 募集する職種� 

(1) 事務職員� 

(2) 技術職員(保母等)� 

女ご利用ください女

者の皆さんが，気軽に相談できる「子(3

夜間救急当番表� 

) 調理員等� 

2 申込方法等

(1) 履歴書(市販のもの)を役

場総務課へ提出してください。� 

(2) 受付期限� 2月25日� (随時

受付も行います)

3 登録

有効期限は� 3年間とし，臨時

職員希望者名簿に登載します。� 

4 その他

詳しくは，役場総務課へお問

い合わせください。� 

どものなやみ ・子育て相談電話」を，

次のとおり設置しましたのでご利用

ください。

設置場所 勝浦町教膏委員会� 

電話番号 08854-2-4900 
電話受付 毎週火曜日

午前9時� ~午後� 5時

相 談員�  富士巻邦江

なお，秘密は堅く守ります。

お詫びと訂正

広報かつうら� 1月号の� 8ペー ジの新成人

のご芳名で� r小原iI!i.季子」さんとなって

おりましたが 小原亜希子」 さんの.� 10 

ページの図答館だよりのタイトル及び文章

中� r兼行」とな って おりましたが� r兼

好」 の誤りでした。

深くあ、詫びいたしますとともに，謹んで

訂正いたします。

勝浦会館2月行事� 

②⑧ 
心配ごと相談

-日時 2月6日働� 

2月13日働� 

2月20日働� 

2月27日働

-時間


午前10時~午後� 3時


・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センター� 2階

l-受…り
ますので お気軽叶

2月� ① 日 上勝第2診療所� 5-0152 

2月� 3日 勝浦 病院�  2-2555 

2月� 5日 山西医院�  2-3027 

2月� 7日 勝浦病院�  2-2555 

2月� 9日 湯浅 医院�  2-2003 

2月⑪日 勝浦病院�  2-2555 

2月13日 赤 岩医院�  2-2006 

2月⑬日 勝浦病院�  2-2555 

2月17日 上勝診療所� 6-0302 

2月19日 勝浦病院�  2-2555 

2月21日 上勝第2診療所� 5-0152 

2月23日 勝浦 病院�  2-2555 

2月25日 山西医院�  2-3027 

2月27日 勝浦病院�  2-2555 

教室名 実施 日 時 間� 

5 12 19 26 
午後� 7: 30~陶 コ一争� z+ra 

木 木 木 木� 

4 18 25 
午後� 8: OO~踊 り

71< 水� 71< 

5 20 
午後� 8:OO~生け花

木 金� 

6 13 20 27 
午後� 7:OO~習 '子~司障

金 金 金 金� 

12 19 
午後� 1:OO~大正琴

木 木

f 

平日 午後� 6時から翌朝午前� 9時まで
問い合わせください。� 

休日 午後� 7時から翌朝午前� 9時まで

園
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